
                                         

 

 

 

5 年生を中心に展開する「減災・防災学習」に向けて、9 月 19 日（祝・月）から 21 日(水)

の日程で、ユネスコ減災教育プログラムの現地研修として宮城県気仙沼市に行ってきまし

た。気仙沼市立階上（はしかみ）小・中学校では、実際の防災教育の現場を参観するとともに、

子供の発達段階に応じた減災・防災教育プログラムについて学んできました。フィールドワ

ークでは、未だ爪痕の残る中、まさに町の再建の途上という現状を目の当たりにしてきまし

た。学んできたことのなかから、とりわけ心に残ったことをお伝えしたいと思います。 
 
１つは、震災発生から 11 日後、平成 23 年 3 月 22 日に挙行された階上中学校卒業式におけ

る卒業生 梶原 裕太さん(当時 15 歳)の答辞です。一部抜粋です。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 人の友を失った彼は、卒業式当日、この答辞を時折こみ上げる嗚咽を堪えながら声を振

り絞るようにして読み上げたそうです。現在、彼は震災に強い街づくりを担う仕事をするこ

とを希望して、港などの地盤改良を行う会社で働いていると聞きました。ネット上で肉声が

公開されています。ぜひ、一度お聴きください。15 歳の少年が現実から目をそらさず、まっ

すぐに生き抜くことを決意した、その魂の声が聞く者の心を揺さぶります。 

2 つ目。冒頭に挙げた子供の学ぶ姿です。階上小学校 6 年生は地域の方と一緒に避難をど

うするのか具体的な避難経路を考え合う学習をしていました。 

階上中学校の生徒は自分たちを「未来の防災戦士」と呼称し、 

避難所を開設した後も自分たちにできることを考え、訓練を行っ 

ていました。小学生も中学生も、学ぶ意味を問われれば、まっすぐ 

前を向いて「未来のためです。」と答える姿に感銘を受けました。 

30 年以内に起こりうるとされる南海トラフ巨大地震（東海・東南 

海・南海連動地震）で、生き抜く意欲と知恵と実践力、そして、 

ここ高松の地で未来を生きる子供の基礎・基本のチカラを育てる 

ために減災・防災教育を真剣に進めていきたいと考えます。 

たかまつ 
平成２８年１０月３日（月） 
高松小学校 校長 西川 厚子   

学校だより 

 10 月 
 
かの津波学ぶ児に問えば「未来のため」と言いおり 眼下に凪ぐ海 

のしい学校 んがえる子供 ことの言葉 ながる心 

…自然の猛威の前には、人間の力はあまりにも無力で、わたくしたちから大切なものを、 

容赦なく奪っていきました。 

 天が与えた試練というには、むごすぎるものでした。辛くて、悔しくてたまりません。 

 時計の針は、十四時四十六分を指したままです。でも、時は確実に流れています。 

 生かされた者として、顔を上げ、常に思いやりの心を持ち、強く、正しく、たくましく 

生きていかなければなりません。 

 命の重さを知るには、大きすぎる代償でした。 

 しかし、苦境にあっても、天を恨まず、運命に耐え、助け 

合って生きていく事が、これからの、わたくしたちの使命です。 

 わたくしたちは今、それぞれの新しい人生の一歩を踏み出します。 

 どこにいても、何をしていようとも、この地で、仲間と共有した時を忘れず、宝物とし

て生きていきます。… 



日 曜  行 事 予 定 日 曜  行 事 予 定  

1 土  16 日  

2 日  17 月 きいちゃんといっしょにあいさつ運動、登
下校指導、モアレ検診 ィア 

3 月 、 
、学生ボランティア 

18 火 視力 3 年 

4 火   19 水 視力 2 年、研究会議 

5 水 いじめなくそうデー、委員会、研究会議 20 木 視力 1 年、5 年防災校外体験学習 

6 木 姿勢調べ５年１組 21 金 秋の遠足（1～4 年雨天決行） 

7 金 6 限運動会準備委員会（6 年） 22 土  

8 土 運動会（雨天順延） 23 日  

9 日  24 月 和大学生ボランティア 

10 月 体育の日 25 火 就学時健診 

11 火 運動会振替休業 26 水  

12 水 、  27 木   

13 木 ネイティブによる英語学習、視力 5 年 28 金 人権参観・懇談、柿学習 2 年  

14 金 視力 4 年、平和学習３年 29 土   

15 土  30 日   

   31 月 修学旅行 6 年、学生ボランティア  

平成２８年１０月行事予定 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

 

 

 

 

リオ・パラリンピック応援メッセージ、気持ち届いたよね 

たくさんの応援メッセージをありがとう！おうちの方からも寄せられて、とてもうれしか
ったです。みんなの気持ち、きっと届いたよね。なかでも「プラス言葉を使うことで、どん
どんがんばる気持ちがあがっていくことを知った。」と書いた 6 年生のきみ。実生活でも、
その気持ちを持ってチャレンジしているのね。だから、表情が生き生きしているのね。 

 

11 月の主な行事予定・・・11 月は学校開放月間です！ 
1(火)修学旅行 6 年、4(金)津波防災の日一斉訓練、7(月)～11(金)姿勢調べ(除 5 年)、8(火)禁煙教育 3 年、
9(水)かがやき集会 5 年、10(木)森林体験学習 4 年、12(土)市バスケ予選、14(月)禁煙教育 6 年、 
16(水)研究実践発表会(2、3，6 年)、17(木)消防コンサート、20(日)日曜参観・講演会、22(火)5 部音楽会
4 年、25(金)不審者対応避難訓練、劇団四季 6年、29(火)ありがとう集会(1、4、6 年)、30(水)歯科検診 
 

マセソンさんからお返事が届きましたよ！ 
高松小学校の皆さんが、パラリンピックに

興味を抱いてくれ、応援してくれたこと、とて
もうれしく思いました。応援は、選手たちの
力になります。整理して写真を送りますね。 
                美季・マセソン 
パラリンピック期間中にたくさん写真を撮っ
てきました。整理ができたら後日先生にもシ
ェアしますね。 

和歌山大学教育学部 1 年生山室達哉さん 
10 月より毎週月曜午前中に来てくれます。 


